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財務諸表における差額概念の意義
山  一 輝
は じ め に
　期首と期末の貸借対照表を並列して、差額を取り、各項目の差額を縦に合計すると、借方合計と
貸方合計は一致する。始めてこの一致を経験したときには、驚いたものである。試算表や貸借対照
表の貸借平均には慣れっこになっていたものの、差額を取ったときにまで貸借平均が成立する不思
議さには、それだけ意外性があったのである。
　よく考えてみると、貸借対照表の差額とは、仕訳そのものであるから、仕訳が貸借平均していれ
ば、差額合計も平均するのはあたりまえの訳である。この点をもう少し詳しく説明しておこう。逆
に考えてみればわかりやすい。
　次の取引があったとする。（借方）現金１，０００／（貸方）売掛金１，０００としよう。この取引の直前と
直後の貸借対照表を並列して、差額を取れば、差額欄に現金が＋１，０００円、売掛金が－１，０００円とな
り、それ以外の項目はすべて変化なしのゼロである。それ故、差額が、仕訳と実質的に同じである
事が分かる。取引があり、仕訳を記録して、その度に貸借対照表を作成すると、貸借対照表は刻一
刻変化する。この貸借対照表の変化から、会計入門をくふうしたのが、アンソニーの会計学１であ
る。世界で最もわかりやすい会計入門書のひとつである。仕訳を学ばなくとも、貸借対照表の変化
を追うことによって、経済活動の記録プロセスを体験させる。体で貸借対照表を理解させることに
よって、会計センスを容易にマスターさせることを可能にしたものである。損益計算書などは考慮
せず、貸借対照表のみをまずは、体得させる。収益項目も費用項目もすべて利益勘定に直接プラス
マイナスさせてゆけば、必要ないことになる。あらゆる仕訳が貸借対照表科目のみで、完結するわ
けである。経済活動を記録するたびに貸借対照表が変化してゆく。そして、決算日現在の貸借対照
表のみを特別なものとして公表するという基本をまず理解した上で、損益計算書の役割に進んでい
けば初学者も混乱しないで済む。
　このアンソニーの手法を展開させたものとして、注目すべきものが、「財務３表一体理解法」２であ
る。アンソニーは、取引のたびごとに、貸借対照表が変化することを指摘したのに対し、國貞は取
引のたびごとに、損益計算書、貸借対照表、直接法キャッシュフロー計算書、間接法キャッシュフ
ロー計算書において、各々がつながりながら、変化することを学ぶべきことを主張している。アン
ソニーと國貞の共通点は、仕訳を介在させないで、財務諸表そのものを取引ごとに作成してゆくこ
とである。実際にゼミナールで、両者を用いた経験からすると、いずれも分かりやすいという感想
を得た。確かに、財務諸表をまずは理解してしまえば、会計情報の活用という視点からすれば、そ
れで十分であり、問題は財務諸表をいかに作るかではなく、いかに活用するかが重要なのだと言う
ことである。
　そして、この財務諸表の構成も財務諸表の活用の視点も、会社がどんな活動をしているかと言う
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問題なのだという。すべての会社は、「お金を集めてきて」、「そのお金を何かに投資し」、「利益を上
げる」という三つの活動をしている。キャッシュフロー計算書の基本区分である財務活動キャッ
シュフロー、投資活動キャッシュフロー、営業活動キャッシュフローは、この三つの活動と関連し
ている。貸借対照表の構成も、貸方は資金の調達、つまり、「お金を集めてくること」であり、貸借
対照表の借方は、資金の運用、つまり、「そのお金を何かに投資すること」、さらに、損益計算書や
貸借対照表の純資産の増減は、「利益を上げること」ということで、基本的な枠組みがすべてこの企
業の基本的な三つの活動と直結している。従って、財務諸表を活用する視点からすれば、これらの
活動がどうなっているのかを正しく読みとることこそ重要になってくる。常に三つの活動という視
点から、会計情報を読み解くことが習慣化すれば、投資家の立場であれ、経営者の立場であれ、債
権者の立場であれ、ビジネスコミュニケーションは洗練されて行くであろう。
　財務諸表そのものを直接的に理解するこれらの方法は、わかりやすく、特に初学者には最適な方
法だと言えよう。経済活動によって、財務諸表が変化することを十分に理解できれば、財務諸表が、
何を示しているかを理屈だけではなく、より直接的な意味でマスターできることになる。そこで、
次に財務諸表の変化、つまり差額概念に焦点を当てて考えてみよう。前述したように、貸借対照表
の差額は、実質的に仕訳に等しいといえる。とは言っても、仕訳そのものを考察するのではなく、
より直接的に、財務諸表の差額概念を考えてみたい。
　結論から言えば、貸借対照表の差額は、企業活動における三つの活動の変化の総括であり、特に
利益と資金の関係を明示する。損益計算書の差額は、収益・費用・利益の増分であり、業務レバレッ
ジやＣＶＰ分析や損益分岐点分析の基礎資料となる。
貸借対照表の差額
　貸借対照表の差額や変化ということに注目しさえすれば、仕訳が分からなくとも、経済活動と貸
借対照表の関連性が体得できる。一つの取引で貸借対照表が変化するのであれば、その変化は仕訳
に対応しているわけであり、従って、期首と期末の貸借対照表の差額は、当期における仕訳の累計
である。（各損益勘定を利益勘定でまとめている点のみ、５要素を用いた一般的な仕訳と異なるこ
とは、上記に同じ）当期の仕訳累計と実質的に同じと言うことであれば、貸借平均は、当然成立す
る。
　厳密に言えば、仕訳帳の当期取引額の累計額としての借方合計金額と貸方合計金額そのものとい
うより両者から相殺額を控除した金額と言うことになる。（前述の例で言えば、売掛金は、－１，０００
円と言うことであったが、その後で３，０００円の増加取引があった場合は、仕訳累計では、借方貸方と
も両建てになるのに対して、貸借対照表差額金額では、純額２，０００円と言うことになる。いわば、合
計試算表と残高試算表の関係に準ずる。）本稿では、単純化の視点から、実質的に同じとする説明に
終始してゆきたい。
　対象企業に大きな変化があった場合は、必ず貸借対照表差額金額が大きくでる。従って、企業の
動きを分析する立場からすれば、差額金額の一定以上の項目を精査すれば良い。今日オフバランス
かどうかが問われるのは、オンバランスであれば、必ず貸借対照表の増減欄に引っかかるからであ
る。分析者の誰もが、差額金額の重要性を認識している。
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　では、この貸借対照表の差額表をどのように読み取るべきであろうか。単純な方法は、一定金額
以上の差額に注目するという方法であり、より高度な方法としては、差額表の貸借平均を利用した
逆算的にしかるべき勘定科目に注目する方法である。後者の方法が、キャッシュフロー計算書にお
いて、間接法として活用されていることは言うまでもない。
　当期純利益の分だけ純資産の部（繰越利益剰余金）は増加しているはずであるが、この金額をス
タートとし、流動資産における現金預金の増加金額をゴールとして比較すれば、たまたま貸借対照
表の差額表において、これ以外の科目の増減がゼロであれば、スタートはそのままゴールになるの
で、利益の分だけ資金が増加するという原則を明確に示すことが出来る。
　現金預金以外の資産項目に変化が無く、負債項目にも変化がなければ、当期純利益の分だけ現金
預金は増加することになるし、逆に赤字を計上したとすれば、純損失の分だけ現金預金は減少する
ことになる。貸借対照表の差額表の貸借合計は必ず一致するからである。これをケース１としよう。
　しかるに、それ以外の科目に変化がみられれば、スタートとゴールの間にその金額だけプラスか
マイナスされてしまうので、利益金額と現金増加額の間は、乖離が生ずる。黒字倒産や勘定あって
銭足らずという事態が生じうるわけである。単純化して、借方側に、棚卸資産が増加しているケー
スをケース２とし、貸方側に買掛金が増加しているケースをケース３とする。貸借対照表の増加欄
のそれ以外の科目に増減はないものとする。これらをケース１と比較してみよう。
　ケース１では、当期純利益の分だけ現金預金が増加した。
　ケース２では、当期純利益の分が一部棚卸資産の増加に流れてしまっているので、その分だけ現
金預金の増加が少なくなっている。これは、差額表の合計等式で考えて、借方合計の現金預金の増
加プラス棚卸資産の増加と、貸方合計の純資産増加つまり、当期純利益の金額が均衡することから、
現金預金の増加は、当期純利益から棚卸資産増加分を控除した額となる。貸借対照表の借方項目増
加が、資金の運用であることを実感できるはずである。
　ケース３では、当期純利益の分の他に、買掛金増加が加わって、現金預金が増加する。これは、
差額表の合計等式で考えて、借方合計の現金預金の増加と、貸方合計の買掛金増加と純資産増加つ
まり、当期純利益の金額の合計が均衡することから、現金預金の増加は、当期純利益に買掛金増加
分を加算した額となる。貸借対照表の貸方項目増加が、資金の調達であることを実感できるはずで
ある。
　このように差額表の貸借平均を前提に取引の動きを見てゆくと、さらに企業活動と貸借対照表の
関連が明確になる。
　現金預金の増加額を未知数Ｘとして、それ以外の科目の増減をプラスであれマイナスであれ、借
方と貸方のまま並べて、これらの合計額が、均衡するということから、容易にＸを求めることが出
来る。この求め方をわかりやすくジグゾーパズルの最後のひとかけらにたとえることが出来る。ど
のかけらであれ、最後に残ったものは、その大きさも形も明確に特定しうる。キャッシュフローに
おける間接法の考え方は、最後のひとかけらを外側から推定する方法であり、直接法の考え方は、
最後のひとかけらそのものに焦点を当てた考え方である。両者が一致するということを完全に理解
するためには、貸借対照表の差額表の貸借平均を前提にしていなければならない。ジグゾーパズル
の例で言えば、机に散らばったかけらをただ並べただけでは、最後のひとかけらを間接的に推定す
ることは出来ないが、一定の枠の中で、はみ出ないようにきちんと並べたならば、間接的な推定が
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可能になるのである。この一定の枠に相当する役割が、差額表の貸借平均という絶対条件である。
本稿において、差額の意義を強調する端緒は、ここにある。
　では、なぜ一般的には、貸借対照表の差額の意義はあまり強調されることはないのだろうか。著
者の推測するところによれば、前期と当期の差額は、公表時において、記載があることから、当た
り前すぎると言うことが考えられる。空気のように、重要だが、意識する必要すらない訳であろう
か。
　そして、もう一つ考えられる理由が、前述のごとくキャッシュフロー計算書の間接法の前段階に
おける基礎資料に過ぎないと見なされているからではないか。間接法キャッシュフロー計算書にお
いては、確かに貸借対照表の増減金額を利用して作成するわけだが、そのまま表示するわけではな
く、減価償却費やその他の非資金費用を加算したり、支払利息などは、「小計」の関係で、足し戻し
をする必要がある。このような複雑な調整計算を必要とすることから、キャッシュフロー計算書
（間接法）と貸借対照表差額との関係は、今ひとつピンと来ないのである。関心事が、調整計算の
方へ向いてしまうからである。
　しかし、調整計算は、本質的な問題ではない。本質は、差額計算の方にあるのである。この点を
少し説明しておきたい。
　まず減価償却費の調整計算から見てゆこう。これをせずに、貸借対照表の差額表から単純に資金
計算をしたらどうなるだろうか。現金預金の増加額が、合わなくなるであろうか。まったくそんな
ことはない。現金預金の増加額は、前述のように、未知数Ｘとして、差額表の貸借平均をもちいて
逆算することを考えれば、原理的に必ず貸借対照表の現金預金の増加金額と一致する。従って、金
額を正しく計算するために行う調整ではないのである。ここのところが、多くの人に誤解されてい
る様に思う。では、何のために行う調整計算なのか。結論を言えば、営業活動キャッシュフローを
正しく計算するためであり、投資活動キャッシュフローとの間の金額のやりとりの調整に過ぎな
い。従って、営業活動と投資活動の合計で見れば、調整計算をしようがしまいが、同じ結果となる。
（その意味で、フリーキャッシュフローという点から見れば、すでに調整計算はしてもしなくとも
同じなのである）
　減価償却の仕訳を間接法ではなく、直接法で考えると、この点は不思議でも何でもない。
　（借方）減価償却費３，０００／（貸方）建物３，０００としよう。この仕訳によって、貸借対照表はどのよ
うに変化するだろうか。貸借対照表の差額表から見てゆく場合、減価償却の仕訳の直前と直後の貸
借対照表の差額表を比較すればよい。借方の費用項目は、前述したように貸借対照表のみで完結さ
せるために、繰越利益剰余金から直接マイナスさせるものとする。つまり、この仕訳によって、変
化する項目は、建物と繰越利益剰余金が、おのおの３，０００円減少することになる。
　結論を先に述べれば、減価償却費の仕訳の結果、利益が減価償却の分だけ小さくなり、営業活動
キャッシュフローも小さくなる。そして、建物が減価償却費分だけ減少していることになるので、
投資活動キャッシュフローのインプットとなり、投資活動キャッシュフローは、その分大きくなる。
これが、差額表から単純に求めた結果である。厳密に考えれば、投資活動キャッシュフローは動く
べきではなく、営業活動キャッシュフローの税引前利益額も減価償却控除前の金額に戻してスター
トすることで、より正確な営業活動キャッシュフローになるわけである。確かに、営業活動キャッ
シュフローと投資活動キャッシュフローの区分を適正にするためには、必要な修正手続きではある
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が、資金計算の大枠から見れば、微調整とすべき問題である。
　なぜ微調整とならずに資金計算の重要事項になってしまったかをここで省みれば、おそらく当期
純利益プラス減価償却費イコールキャッシュフローであるという簡便な考え方が普及していたこと
がベースにあったことも大きいだろう。貸借対照表の差額表において、他の項目がゼロであると仮
定して言えば、確かに、差額表の借方合計は、現金預金の増加額と建物の減少額があり、貸方合計
は繰越利益剰余金の増加額のみである。キャッシュの増加は、この場合明らかに当期純利益プラス
減価償却費になるから、他の勘定科目に大きな変動がないと想定できれば、おおむね成立すると考
えて良い。しかし、他の勘定科目も、時として、大きく変化することもある。当期純利益プラス減
価償却費が、いくら余裕があっても、棚卸資産や売掛金などが大きく増加した場合などは、資金は
枯渇してしまう。むしろ、利益と資金の関係は、ストレートに貸借対照表の差額表で、あらゆる場
合を想定しながら見てゆくべきなのである。
　資金計算のもう一つの調整計算である、支払利息の足し戻しを考えてみよう。間接法キャッシュ
フロー計算書においては、なぜ支払利息の金額を税引前当期純利益に加算して、「小計」を計算し、
その後、今度は利息の支払額として減算するのか。加算したり減算したりで、混乱するのが初学者
の一般である。この辺は会計教育の現場としては、実に説明しにくいところである。貸借対照表の
差額表で見れば、支払利息を足し戻す必要性は全くない。つまり考える必要がないのである。で
は、なぜ間接法キャッシュフロー計算書では、この点が重要視されるのか。現金預金の増加額を正
しく計算するためではなく、「小計」を直接法キャッシュフロー計算書と一致させるための微調整で
ある。それだけ、この「小計」が重要視されていることが分かる。その意味では、「小計」などとは
いわず「営業収支」とでもすべきではなかったか。損益計算書における営業利益を現金ベースで収
入と支出で対比した結果が直接法の「小計」であった。営業利益との対比と言うことであれば、重
要概念であり、その意味でも「営業収支」とされなかったことは惜しい。直接法では、営業収入か
ら商品の仕入支出や人件費支出・その他営業支出を引いて、「小計」を算定している。つまり、損益
計算書の営業利益より上に表示されている区分での計算に相当しているわけである。間接法キャッ
シュフロー計算書では、税引前当期利益から表示することから、順序が損益計算書と上下逆になる
ので、この「小計」を示すことが難しい。そのための微調整が、支払利息の足し戻しであった。足
した後で引くのだから、本来は関係ないのである。ただ、より厳密に考えれば、「小計」の上で加算
するときの支払利息は、当期費用（むろん営業外費用）としての支払利息であり、「小計」の下で減
算するときの利息の支払額とは現金支出としての利息支払い分であり、一般的には同額になるケー
スが多いが、稀にタイムラグが生じれば、不一致もあり得る。費用概念と支出概念の差異を明確に
理解していないと、何が何だかまったく理解できないと言うことになる。その意味でもこの微調整
とも言える加減算が、資金計算そのもののように思われて、資金計算は損益計算や財産計算よりも
難しいという錯覚が通例化してしまうのである。資金計算などは、収入と支出で考えれば、わから
ないと言うことの方が、不思議なのである。つまり直接法とは、収入と支出をダイレクトに見てゆ
けば良く、間接法では、貸借対照表の差額表のスタート（繰越利益剰余金）とゴール（現金預金増
加額）を見てゆけばいいだけなのである。正確なキャッシュフロー計算書を作成するためには、調
整計算を行う必要があるが、企業活動を三つの活動として、大局的に読み取るためには、調整計算
は、無視して貸借対照表の増減額のみに焦点を当てた方が合理的である。簡単なものを実に複雑に
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してしまって、混乱狼狽をもたらしてしまっている現状が、残念である。
　その点、國貞の「財務３表一体理解法」では、この支払利息の足し戻しにしても、損益計算書や
貸借対照表、直接法キャッシュフロー計算書と間接法キャッシュフロー計算書とのつながりを示す
ことによって、実に直感的に理解できるようにくふうされている。
　しかし、さらに分かりやすく会計のフレームワークをくふうするとすれば、差額概念を積極的に
組み込むことである。つまり、仕訳を単なる仕訳として学ぶのではなく、財務諸表に変化をもたら
すものとして位置づけ、その手応えを体得することである。
損益計算書の差額
　損益計算書の営業利益は、ともすれば経常利益の影に隠れて目立たないが、より活用すべきであ
ろう。営業利益の現金ベースの概念である前述のキャッシュフロー計算書営業活動キャッシュフ
ローにおける「小計」は、営業収入と営業支出との差額であり、むしろ「営業収支」と呼ぶべき重
要概念である。営業利益と営業収支は、利益概念と現金概念のワンセットで、複眼的におさえるべ
き基本概念である。
　損益計算書の差額を見てゆく場合も、特に営業利益を重視する必要がある。すなわち営業収益の
差額、営業費用の差額、営業利益の差額という三者の関係である。一般的にも増収・減収・増益・
減益概念として、対前年比など時系列情報の基本指標として活用されていることは言うまでもない。
　では、なぜ増収企業も減益になったり、減収企業も増益になったりするのだろう。一般的には、
増収企業は、増益になるべきであり、減収企業は、減益になるべきではないだろうか。この点は、
損益計算書の差額を見てゆけば、明らかになる。
　営業費用を、変動費部分と固定費部分に分解する。いわゆる固変分解である。増収や減収という
のは、操業度の一つの尺度としての売上高の変化であり、変動費部分は、比例的に増減することに
なるが、固定費部分については、操業度の影響を受けないから、一定額である。だとすれば、増収
の場合は、必ず増益になり、減収の場合は必ず減益になる。ところが、実際には、このようになら
ない場合は多い。その理由は、二つある。一つは、変動費率の変化であり、もう一つは、固定費額
の変動である。このような経営のキャパシティーに変化が起これば、原則的な結果から乖離するこ
ととなる。経営の基本的な枠組みで大きな変化があった場合は、そもそも、その変化を想定して計
算することは可能であるから、そのときだけ調整計算をすればいいだけの話である。
　まず原則的な損益計算書の差額について見ていき、次に例外的な損益計算書の差額についてみて
いくことにしよう。
　経営上特に大きな変革が成されていない場合は、変動費率も固定費額も一定であるから、損益計
算書の差額において、営業収益の増減を操業度水準の変化としてとらえ、営業費用の増減をすべて
変動費の増減として、後者を前者で除して変動費率を求める。慣れれば、損益計算書を読んで、数
秒と掛からず変動費率を算定しうる。１マイナス変動費率が、限界利益率であるから、これもすぐ
に求めることが出来る。売上高をかけて、変動費額を求めて、営業費用から変動費額を引けば、固
定費額となる。これを限界利益率で除して、損益分岐点を簡単に求めることが出来る。ここまで
も、数秒と掛からない。差額概念を使いこなすことは、実に容易に経営感覚の核心をつかむことを
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可能とする。
　目標利益を達成するためには、どれくらい売上が必要か、売上があと３パーセント増加すると利
益はどうなるか等々の問題は、その簡単な応用問題である。（巻末の参考資料参照）
　次に例外的な損益計算書の差額について、見てゆくことにしよう。経営上大きな変革が成された
場合である。費用の発生態様が根本的に変わってしまうから、やや複雑にならざるを得ない。しか
し、基本をマスターしてしまえば、これも簡単な応用問題でしかないことがわかる。この場合も複
雑に考えるよりも、損益計算書の差額を素直に分析すればいいだけなのである。営業費用増減額の
内、固定費増減額を予測し、これを除いてすべて変動費増減額とする。固定費は、本来は操業度の
変化の影響を受けるものではないが、経営上大きな変革があり、固定費が明らかに増減したと認め
られる場合は、その増減額を特定することができれば、固定費の絶対額が不明であっても、固定費
増減額推定金額を、営業費用の増減額から控除して変動費を求めればよい。この場合、営業費用増
減額は、固定費増減分と操業度の変化に応じて比例的に変化する変動費増減分からなる。
　変動費増減額を営業収益増減額で除して、変動費率を算定。ここからは、上と同じであるが、た
だ固定費額だけは、変動しているので、注意する必要がある。
　変動費率と固定費額の両者が変化する場合は、若干複雑になる。設備投資などにより、両者が同
時に変化することはよく起こりうる。応用問題として、なかなかおもしろい。
　簡単な数値例をあげておく。
前期損益計算書より売上高　１，０００億円　営業費用　６００億円
当期損益計算書より売上高　１，２００億円　営業費用　５７０億円
　当期における設備投資による変化として、固定費増加額１０億円　変動費率削減１０％を想定して、
前期及び当期の各々変動費率と固定費額を求めよ。
　答えだけを示すと、前期変動費率４０％、当期変動費率３０％、前期固定費額２００億円、当期固定費額
２１０億円である。固定費が増額しているにもかかわらず、変動費率が削減されたために、営業費用
は、３０億円の減少になっている点が、設備投資の効果が大きく現れている。損益分岐点で比べても、
前期３３３億円、当期３００億円と、低く安定的になっている。
損益計算書の差額と業務レバレッジ
　損益計算書の差額に注目すればするほど、直接原価計算ベースの損益計算書のほうが制度会計で
用いられる全部原価計算ベースの損益計算書よりも、差額との関連性が読みやすいことがわかる。
それぞれ一長一短あるので、ここでは、特にこの問題にこれ以上触れない。
　損益計算書の差額を、単に差額という結果にとどめず、各々の関係を読み取るところまで深める
と、増収率と増益率の関係に一定の梃子が働くということが明らかとなる。これが業務レバレッジ
というもので、固定費の存在が梃子の働きをすることを示す。損益計算書の差額を取り、営業収益
や営業費用に差額を比べる中で、固定費だけは金額が不同であるので、結果として梃子の働きが生
まれ、増収率よりも増益率の方が大きくなってしまうのである。固定費ゼロの企業に限り、この梃
子は働かず、従って、増収率と増益率は常に等しい。
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会計監査における差額の意義
　会計監査において、比較的に多用される監査手続に、勘定分析や分析的手続がある。異常点を発
見する手法としては、一般的であり、特に損益計算書項目のように、現物照合に向かない記録の検
証には不可欠なものといえる。勘定の内訳ごとに、時系列で推移を見ていくと、まずは金額的に重
要な取引は明らかになる。勘定の構成比率に変化があれば、必ず差額に現れている。つまり、会計
監査における差額の意義は、虚偽記載に対するセンサーに相当するものであり、特にこれ以上付け
加える必要はない。
意思決定会計における差額の意義
　代替案の中から合理的に選択する場合に、比較検討すべき所は、各代替案でどこが違うかという
点になるから、差異のあるところだけを見るべきである。増分収益や増分原価が中心概念となり、
差額概念が意思決定モデルの基本とも言える。
　逆に、各代替案の比較において、差をもたらさない限りは、どのように重要なものであっても、
埋没原価として、意思決定から除外する必要がある。共通固定費などが、経営意思決定モデルにお
いて、原価比較の対象に入り込んでしまって、判断ミスが起こりうるのも、これらの基本的な考え
方が理解されてないからである。意思決定会計における差額概念の重要性は、言うまでもないの
で、特にこれ以上付け加える必要はない。
差額概念の本質（結論に代えて）
　差額概念をなぜ重視すべきなのか。これには次の２点を考慮する必要がある。
ビュリダンのロバ３
差のあるところに流れが生ずる
　前者は、同質同量の２つのまぐさの中間に置かれたロバは，どちらをとるべきか決定できずに餓
死するという話。後者は、差があるところに、エネルギーの流れやお金の流れや人の流れが生まれ
るということ。逆な言い方をしているが、「差」というものの認識上の重要性という点で共通。（ロ
バの比喩とビュリダン４については、日本大百科全書を参照要約したものである）
　高低差により、水の流れが生じ、気圧の差で、風が動く。経済活動でも同様で、Ａ国では、ある
財の価格が高く、Ｂ国では、同じ財の価格が低かったとすれば、Ｂ国からＡ国へ財貨を運ぶだけで、
利益を上げることが可能となる。差が消失するまでは、物流が続くのである。むろん資本の流れも
同様で、金利差や資本利益率の高低で、一瞬にして地球上をところ狭しと動く。差を読むことが、
ビジネスの基本である。
　価格差などの他にも制度の差やリスクの差というものもビジネスチャンスと言えよう。
　なぜ、差額というものが、かくも意味を有するのか。比較を通して、さまざまな意思決定を行っ
ていることにあるのだろうか。たしかに比較の基本ツールが差額である。この点も重要だが、認識
するサイドの問題にすぎないともいえる。やはり、これだけではなく、差のあるところに流れが生
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ずることを根底に据えて考えていかなければならない。
　差はなぜ生じるのか。温水と冷水が混じれば、すぐにぬるま湯になるが、隔絶した状態では、差
が維持される。隔絶した状態とは、いかなるものによって、起こりうるのか。古代においては、砂
漠であり海であった。近年においては宗教やイデオロギーの壁であった。それは、いつまで続くの
か。多様性が好ましいのか一元化が好ましいのか。このように考えると、少しはビュリダンの驢馬
の心持ちが身近に感じられるのである。
【参考資料】　差額概念に関する小問題
１　管理会計について記せ。誰のための会計か。どういう情報が重要か。具体的にはどんな情報があるか。
財務会計との違いは何か。財務会計との違いがあることについて、君はどう思うか。
１－１　管理会計と財務会計は、なぜ分ける必要があるか。現実的要請と本来あるべき視点の両面から述
べよ。
２　「ビュリダンの驢馬」と「差のあるところに流れが生ずる」を比較して論ぜよ。
２－１　「ビュリダンの驢馬」について、君はどう思うか。
３　損益計算書について、①何を示すか②６つの利益について順に記せ③特別利益はなぜ６つの利益の中
に入らないのか。
３－１　損益計算書に表示される利益のうち、重要と思われる利益を２つ上げ重要である理由とともに説
明せよ。
３－２　損益計算書に表示される利益をすべて列挙し、各々簡単に説明せよ。
４　増収の効果について２つの角度から論ぜよ。ヒント：増収による利益増と変動費増加による利益減の綱
引き
４－１　収益と費用の関係から、利益を大きくするにはどうしたらよいか。
４－２　費用の発生の仕方について、２つの業種をあげて、具体的に対比せよ。（１６ページ）
５　シミュレーションにより、損益分岐点を求める。（テキスト「損益分岐点がわかる」５ｐ．２１とｐ．２３の
数表から）
５－１　売上高・費用合計・営業利益が全く同一規模の会社Ａ社とＢ社がある。売上高が増加したり減少し
たりする場合に、両者の間に格差が現れることがよくある。その理由は何か。ヒント：費用合計が同じで
あっても、変動費と固定費の割合が異なる場合。売上増加の場合はどちらの会社が有利か。
６　変動費、固定費、操業度、操業度の具体的な尺度について記せ。
７　費用の発生の仕方には様々なタイプがあるが、その例を挙げ、次に一つのタイプで代表させるとすれ
ば、どのタイプになるか、説明せよ。（曲線の場合も記すこと）　ヒント：準変動費がすべてのタイプの代
表。近似値。
８　変動費率、限界利益、限界利益率についてまとめ、各々の関係を式で示せ。
９　損益分岐点の求め方について記せ。ヒント：２つの考え方がある。
１０　限界利益＝固定費として、損益分岐点を求める方法を、グラフを用いて示せ。
１０－１　固定費４０，０００円、変動費率６０％の会社の損益分岐点を求めよ。そのときの限界利益も求めよ。
１０－２　損益分岐点図表と利益図表（限界利益図表、営業利益図表）の違い。限界利益線と営業利益線の縦
軸座標軸上での違い。（ヒント：固定費の金額）
新潟産業大学経済学部紀要　第３４号 ７７
１０－３　３５ページの図１・図２・図３を各々説明せよ。
１０－４　利益図表を用いて、固定費削減効果を説明せよ。
１０－５　利益図表を用いて、損益分岐点の公式を説明せよ。
１１　当期売上高１６０，０００円、変動費率５０％、固定費５０，０００円である。①当期の営業利益を求めよ。②損益分
岐点の売上高を求めよ。③目標利益４０，０００円の売上高を求めよ。④さらに各々の場合のＰ／Ｌを作成し、
検算せよ。　　答　①３０，０００円　②１００，０００円　③１８０，０００円　④省略
１２　損益分岐点分析において、利益ゼロを求める場合、この利益とは営業利益か経常利益のどちらを意味す
るか。後者の場合、営業外損益の扱いはどうするのか。
１３　「勘定合って銭足らず」の意味、具体的背景について記せ。ヒント：４４ページ
１４　多品種製品を扱う企業における損益分岐点の求め方を、個別法と基準法について、限界利益図表を用い
て、比較せよ。
１５　固定費はどのような場合に変化するか。さらに変化する場合があるとすれば、どのように見積もるべ
きか。（テキスト「損益分岐点がわかる」ｐ．６４右）
１６　固定費と変動費の分解について、総費用法の考え方を、勘定科目法との対比で説明し、さらにその前提
条件と設例を挙げよ。答　勘定科目法…費目別に個別に変動費か固定費かを判定する方法　総費用法
……総費用をワンパックにして、分解するというラフな方法で精度はやや低いが便利な手法である。固
定費が変動しないという前提が重要。設例はプリント参照。
１７　総費用法の問題点を具体的に示し、あわせてスキャッターグラフ法や最小自乗法についても記せ。
１７－１　２期分の損益計算書がある。これをもとに変動費と固定に分解し、直接原価計算ベースの損益計
算書を完成させよ。（単位：百万円）
１７－２　増収と減益、減収と増益の組み合わせはどのような場合に起こりうるか。その場合、総費用法の考
え方は通用するか。
１７－３　固定費が明らかに変化する場合に、総費用法の考え方は通用するか。
１７－４　問１７－１において、固定費が前期に対して当期において３百万円増加していると想定して、変動費
と固定費を分解して、直接原価計算ベースの損益計算書を完成せよ。ヒント：変動費率６０％から５０％に修
正
財務諸表における差額概念の意識７８
損益計算書
差額当期前期
３０５６０５３０売 上 高
１８５３６５１８費 用 合 計
直接原価計算ベースの損益計算書損益計算書【解答】
差額の％差額当期前期差額の％差額当期前期
１００％３０５６０５３０売 上 高１００％３０５６０５３０売 上 高
６０％１８３３６３１８変 動 費６０％１８５３６５１８費 用 合 計
４０％１２２２４２１２限 界 利 益４０％１２２４１２営 業 利 益
０％０２００２００固 定 費
４０％１２２４１２営 業 利 益
１８　損益分岐点分析において、全部原価計算の考え方と、直接原価計算の考え方が、どのように影響するか
記せ。さらに損益計算書を２つの考え方から比較せよ。
１８－１　損益計算書の様式として、全部原価計算方式と直接原価計算方式がある。両者の間で利益が同じ
になる場合と異なってしまう場合をあげよ。ヒント：在庫に変動がない場合は利益が同じで、在庫に変動
がある場合は利益が異なる。理由としては、固定費について、全額当期の費用として処理する直接原価計
算方式と、製品の原価として処理して売れた分だけを当期の費用として処理する全部原価計算方式の違
いによる。
１９　オペレーティングレバレッジは、なぜ働くのか。どのような場合に、高くなるか。いろいろな角度から
論ぜよ。固定費のバランスが高い場合、損益分岐点に近い場合、……
１９－１　操業度が変化しても、てこの倍率は一定である。ところが、同じ会社を想定しても、倍率が変化す
る場合もある。一定である場合と変化する場合は、どのようなことで違いが生ずるのか。ヒント：基点と
なる売上高を変化させた場合は、てこの倍率は変化してしまう。基点が動かなければ、売上高が変化して
も倍率は変わらない。
２０　赤字事業部門の操業停止点について記せ。①事業部門の黒字の場合　②赤字でも廃止すべきではない
場合　③廃止した方がよい場合。
２１　前期損益計算書では、売上高８００百万円、費用合計７００百万円、営業利益１００百万円に対し、当期損益計
算書が、ケースＡでは、売上高９００百万円、費用合計７２０百万円、営業利益１８０百万円である場合と、ケー
スＢでは、売上高９００百万円、費用合計７６０百万円、営業利益１４０百万円である場合を比較して、損益分岐
点分析を行え。答　費用合計のわずかな違いで、損益分岐点分析は大きな影響を受ける。（理由：総費用
法はノイズの影響を受けやすい。）ケースＡ　ｙ＝０．２ｘ＋５４０　分岐点６７５百万円　　ケースＢ　ｙ＝０．６
ｘ＋２２０　分岐点５５０百万円
２２　①利益計画で、販売数量増加で収益アップを意図するとき留意すべき事を記せ。　答　販売数量増加は
操業度水準を変化させ変動費を増加させることに留意すべきである。
　　②貸借対照表を２期分用意して、各々の差額を分析することの意味を記せ。
２２－１売上高２，５００百万円、変動費２，０００百万円（８０％）、固定費３００百万円、営業利益２００百万円の会社が
ある。今、固定費が２００百万円増加することが明らかになったので、その対策として、売上高を５００百万円
増加させることを考えている。営業利益は、どうなるだろうか。ヒント：変動費増により、減益１００百万
円
２２－２　支出原価と機会原価の違いについて記せ。
２２－３　貸借対照表と損益計算書の各々の役割。さらに、２期分の貸借対照表と２期分の損益計算書の役
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直接原価計算ベースの損益計算書損益計算書【解答】
差額の％差額当期前期差額の％差額当期前期
１００％３０５６０５３０売 上 高１００％３０５６０５３０売 上 高
５０％１５２８０２６５変 動 費６０％１８５３６５１８費 用 合 計
５０％１５２８０２６５限 界 利 益４０％１２２４１２営 業 利 益
０％３２５６２５３固 定 費
４０％１２２４１２営 業 利 益
割。
２３　売上高と売上収入について、①概念上の違い、②金額の違い、を記せ。
２４　利益と資金のギャップについて。次の三者は資金ノイズの代表的なものであり、利益と資金のギャッ
プをもたらす。①売上債権の増加　②棚卸資産の増加　③仕入債務の増加　さて、資金的に見た場合、
各々について、プラスに作用するかマイナスに作用するか。なお、増加額ではなく減少額の場合はどうな
るか。さらに、これらの科目は、貸借対照表上、流動に表示されるか固定に表示されるか。ヒント：減少
の場合は増加の逆になる。
２５　キャッシュフローを一括してみると、収入と支出が同規模の会社、Ａ社・Ｂ社・Ｃ社がある。ところが
キャッシュフローを３区分で見たところ、次のようになった。資金状況から見て、良いと思われる順に並
べよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ａ社　　Ｂ社　　Ｃ社
　　営業活動によるキャッシュフロー　　＋　　　－　　　＋
　　投資活動によるキャッシュフロー　　－　　　＋　　　－
　　財務活動によるキャッシュフロー　　＋　　　＋　　　－　　答　Ｃ社　→　Ａ社　→　Ｂ社
２６　差額貸借対照表で、資金計算が明らかになることを説明せよ。さらに、キャッシュフロー計算書との関
係を論ぜよ。
２７　キャッシュフロー計算書の直接法と間接法がなぜ一致するのか説明せよ。
２８　減価償却費などの非資金費用の調整を行った場合、キャッシュフロー計算書の区分上、どのような影響
が出るか。資金を一括してみた場合の影響はあるか。　答　非資金費用の分だけ、営業活動によるキャッ
シュフローは増額され、投資活動によるキャッシュフローは減額される。区分をしない一括の場合は、結
果的には影響を想定しないでも良い。
２９　減価償却費などの非資金費用は資金計算をする場合どのように考慮すべきか。
３０　損益計算書とキャッシュフロー計算書の異同点と両者を結びつけるものをあげよ。ヒント：フローであ
る点が共通。前者は純財産のフロー計算書であり、後者はキャッシュのフロー計算書である。両者を結
びつけるものとしては、ストック計算書としての貸借対照表である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　Robert N. Anthony, Essentials of Accounting, ADDISON-WESLEY PUBLISHING COMPANY
２　國貞克則「財務3表一体理解法」（朝日新書０４４）朝日新聞社
３　ビュリダンの驢馬　同質同量の２つのまぐさの中間に置かれたロバは，どちらをとるべきか決定でき
ずに餓死するという話。J.ビュリダンがいったこととして有名だが，そのままの形では彼の著作には見出
されない。この比喩自体は古くからあり，アリストテレスの『天体論』では犬を例として語られていて，
ビュリダンはこの書の注解を残している。これはおそらくビュリダンの自由意志論を揶揄してほかの人
が語ったものと考えられる。ビュリダンはより大なる善として理性に提示されたものを人は意欲せざる
財務諸表における差額概念の意識８０
をえないという決定論を受入れはしたが，理性がより詳細な価値の検討をする間，意志は待機することが
できるとした。ロバの比喩はこのような事態に妥当している。
４　Jean Buridan（１２９５ころ―１３５８以後）フランス中世の哲学者、科学者。パ・ド・カレー県ベチュンの生
まれ。パリ大学で学び、やがてその教授として成功し、学長にもなった。オッカムの影響を受けた唯名論
者として、様相論理に関心を抱き、また演繹(エンエキ)法則の公理論的導出を初めて試みた。自然学に関
してはアリストテレスの見解に反対して「突進力」impetusの理論を提唱した。これは近代の慣性法則な
どに先だつもので、投げ出された物体が飛び続けるのは、物体に、速度と物体の量に比例した強さの突進
力が与えられたためであり、この力は空気抵抗と物体の重さによって徐々に減少するとされる。
５　太田昭和監査法人編「損益分岐点がわかる」実業の日本社
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